
江
戸
風
情
を
滞
在
型
で

古民家改修宿泊施設に

佐原商家町ホテル ―
千葉県香取市佐原イ

佐原の町並み。流れているのは小野川。

川沿いの、江戸情緒の残る歴史的町並みを

見ながら水上散歩の気分を味わう「小江戸

さわら舟めぐり」の舟がのんびりと行く

カフェ棟「 」。1855年の創建で、

今年２月まではフロント・レストラン棟だ

った。宿泊棟はここから少し離れて分散し

建っている

千
葉
県
北
東
部
に
位
置
す
る
香
取

市
は
、
東
西
に
貫
く
利
根
川
の
地
の

利
に
恵
ま
れ
て
江
戸
時
代
か
ら
商
都

と
し
て
栄
え
、
今
も
江
戸
風
情
に
あ

ふ
れ
て
い
る
。
利
根
川
は
か
つ
て
銚

子
と
江
戸
を
結
ぶ
水
運
路
だ
っ
た
。

市
中
心
部
の
佐
原
地
区
か
ら
利
根
川

に
注
ぐ
小
野
川
沿
い
は
港
で
、
商
家

の
大
店
が
軒
を
連
ね
て
い
た
。

ホ
テ
ル
は
こ
の
小
野
川
沿
い
を
中

心
と
し
た
１
㌔
四
方
以
内
に
宿
泊
棟

棟
が
点
在
し
、
そ
の
ほ
ぼ
中
央
に

カ
フ
ェ
棟
｢
Ｇ
Ｅ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
Ｏ
｣

西
端

に
フ
ロ
ン
ト

レ
ス
ト
ラ
ン
棟
｢
Ｋ
Ａ

Ｇ
Ｕ
Ｒ
Ａ
｣
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の

建
物
は
町
並
み
に
溶
け
込
み
、
教
え

ら
れ
な
け
れ
ば
宿
だ
と
は
気
づ
か
な

い
ほ
ど
自
然
な
た
た
ず
ま
い
だ
。

宿
泊
棟
の
名
は
「
Ａ
Ｏ
Ｉ
」
（
母

屋
の
１
棟
貸
し
・
１
部
屋
）
▽
「
Ｙ

Ａ
Ｔ
Ａ
」
（
綿
蔵
な
ど
３
棟
・
３
部

屋
で
構
成
）
▽
「
Ｇ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
」
（
資

材
蔵
や
母
屋
な
ど
３
棟
・
４
部
屋
で

構
成
）
▽「
Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｋ
Ｕ
」
（
質

蔵
、
米
蔵
、
書
院
の
３
棟
・
５
部
屋

で
構
成
）
…
…
。
そ
れ
ぞ
れ
香
取
市

の
市
花
「
花
菖
蒲
」
に
ち
な
ん
で
名

付
け
ら
れ
た
。
な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な

奇
抜
な
コ
ン
セ
プ
ト
の
ホ
テ
ル
が
誕

生
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
契
機
は

年
前
の
東
日
本
大
震
災
だ
っ
た
。

液
状
化
や
地
盤
沈
下
に
見
舞
わ

れ
、
激
し
く
損
壊
し
た
い
く
つ
も
の

古
民
家
な
ど
は
手
つ
か
ず
に
な
っ

た

ま
た

佐
原
は
成
田
空
港
か
ら

㌔
圏
内
と
近
く
、
香
取
神
宮
や
伝
統

的
町
並
み
な
ど
の
観
光
資
源
が
あ
り

な
が
ら
、
客
が
長
居
し
て
く
れ
な
か

っ
た
の
だ
。
観
光
ま
ち
づ
く
り
会
社

｢
ニ
ッ
ポ
ニ
ア

サ
ワ
ラ
｣
の
小
林
博

・
取
締
役
総
務
部
長
が
振
り
返
る
。

「
観
光
客
は
年
間

万
人
以
上
だ

が
、
大
半
は
日
帰
り
で
滞
在
時
間
は

２
〜
３
時
間
。
１
人
１
日
当
た
り
の

観
光
消
費
額
も
５
０
０
０
円
前
後
だ

っ
た
。
朝
、
観
光
バ
ス
で
来
て
も
、

お
昼
を
食
べ
る
場
所
が
な
く
成
田
や

銚
子
に
行
っ
て
し
ま
う
」

滞
在
し
て
楽
し
め
る
観
光
地
に
転

換
し
、
観
光
消
費
を
上
げ
る
｜
｜
。

こ
の
難
題
を
解
く
鍵
と
し
て
浮
上

し
た
の
が
古
民
家
な
ど
を
借
り
上
げ

て
宿
泊
施
設
に
改
修
す
る
事
業
だ
っ

た
。
資
金
面
で
は
、
地
元
の
京
葉
銀

行
や
佐
原
信
用
金
庫
な
ど
が
協
力
し

た
。そ
し
て
２
０
１
８
年
３
月
、「
佐

原
商
家
町
ホ
テ
ル
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｉ

Ａ
」
が
オ
ー
プ
ン
す
る
。

【
近
藤
浩
之
、
写
真
も
】


